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三角形の３つの傍接円の根心について一松先生からお便りをいただきました。 

 

△ＡＢＣの傍心をＥａ，Ｅｂ，Ｅｃとし、中点をＬ，Ｍ，Ｎとします。 

 

辺ＢＣの延長はＥｂとＥｃの共通接線であり、ＢＣの延長への接点Ｐ，Ｑは、 

ＣＰ＝ＢＱ＝ｓ（＝a+b+c/2）です。 

さて、根軸は（２円が交わらなくても）両円に引いた接線の長さが等しい点の軌跡です。 

辺ＢＣの中点Ｌをとると、ＬからＥｂ，Ｅｃに引いた接線（このときは共通接線）はＬＰ，ＬＱ

であり、ＬＰ＝ＬＱ（＝ｓ－a/2)ですから、Ｌは根軸上にあります。 

もう一つの共通接線は両円の中心を結ぶ直線ＥｃＡＥｂ（じつは∠Ａの外角の二等分

線）に対して、ＰＱを対称に移した直線です。ＣＡの延長上にＡＢ‘＝ＡＢである点Ｂ’を

とり、またＢＡの延長上にＡＣ‘＝ＡＣである点Ｃ’をとれば、ちょうど直線Ｂ‘Ｃ’が辺ＢＣ



を折り返した（対称変換をした）直線です。上とおなじ理由でＢ‘Ｃ’の中点Ｌ‘からＥｂ，

Ｅｃに引いた両接線は等長であり、Ｌ’は根軸上にあります。根軸ＬＬ‘は両円の中心を

結ぶ直線ＥｃＡＥｂに垂直ですから∠Ａの内角の二等分線に平行です。 

△ＡＢＣの中点を結んでできる小三角形△ＬＭＮは元の三角形と相似で各辺は互い

に平行です。以上の考察により、ＬＬ‘は∠ＭＬＮの二等分線になります。 

以上ＥｂとＥｃで論じましたが、同様にＥｃとＥａの根軸は∠ＬＭＮの二等分線であり、Ｅａ

とＥｂの根軸は∠ＬＮＭの二等分線です。したがってこれら３本の根軸の共通交点で

ある根心Ｉは△ＬＭＮの内心となります。■ 

重心座標で計算するとこの点は(b+c,c+a,a+b)と表されることが計算できます。 

 

当初傍接円の（重心座標での）方程式を誤解していたために妙な値を得てしまいまし

た。その後正しい式を得て計算しなおし、上記の値を得ましたが、漸く中点を結んでで

きる三角形の内心、というすっきりした理由付けを得て安心しました。 

なお、中点を結んでできる三角形ＬＭＮの外心、垂心、重心は、それぞれもとの△ＡＢ

Ｃの九点円の中心、外心、重心になります。また傍心は例えば∠Ｌ内の点はＥｂ、Ｅｃ

と内接円の根心（他も同様）という意味づけもできます。最後の結果は上と同様に（議

論を若干修正して）証明できます。 


